
気候変動教育～
ESD学び合いの場づくり企画ワークショップ
【やり方と解説】

環境省EPO中部・中部地方ESD活動支援センター
学び合いプロジェクト有識者検討会（2025年3月）

「ESD学び合いの場づくりワークブック」
を使って・・・

セミナーなどの企画運営者を育てる！



ESD学び合いの場づくり企画ワークショップ

2

●企画運営者のESDスキルアップを図ります
地球温暖化防止活動などの普及啓発や出前授業などで、気候変動教育としての機会を
充実させるため、様々なESDとしての学び合いの場の企画運営スキルの向上を目指す。

ワークショップのミッション：気候変動教育の場の企画書を作る

・最終的に左の用紙に記入したり付箋を貼ったりし
てESDの場の企画書案を作成します。
・全部で120分程度の時間枠を想定しています。
・4～5人のグループいくつかでで行うことを想定し
ています。
・左の用紙は個人で書き込めるA3程度でも良いで
すが、グループメンバーみんなで話し合えるように、
できるだけ大きなものを使いましょう。
・中部地方ESD活動支援センターが作成した「ESD
学び合いの場づくりワークブック」を教材として使
います。



ワークショップのプログラム
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【インプット】
ESDとしての「学び合いの場」づくりについて

【ディスカッション1】
SDGs学習も考慮したテーマの設定

【ディスカッション2】学び合いの場の形式検討

【ワーク1】学び合いの場の企画づくり

【ワーク2】企画内容のSDGsチェック

【ワーク3】企画のブラッシュアップ

【プレゼン】議論した内容を発表

【アイスブレイク】自己紹介とリーダー選び

＜休憩＞

時間配分の例

10分

20分

25分

15分

10分

20分

20分

10分

10分

グループでの作業を円滑に進めるためにお
互いを知り、リーダーを選びます。

ワークショップの目的と意義について説明し
ます。企画運営者のESDスキルアップを図
る重要性を理解してもらいます。

グループごとに企画する「学び合いの場」の
テーマをSDGsも考慮して決めます。普段から
やりたいと思っているテーマがよいでしょう。

セミナーなのかワークショップなのか、どのように
形式で「学び合いの場」を作るのか検討します

必ず休憩を入れましょう

グループごとに話合って実際の企画を考えていき
ます。その内容を用紙に貼ったり、記入します

記入した企画がSDGsの学びに貢献するか
をチェックします

考えた企画でいいかどうかを検討します。別
人になりすますと忌憚のない議論ができます。

議論の内容を共有しましょう



【アイスブレイク】
自己紹介とリーダー選び

【アイスブレイク】ではグループでの作業を円滑に進めるた
めにお互いを知り、リーダーを選びます。

例えば民主的にリーダーを決めるために・・・
①各自1分間の自己紹介
②それぞれの人柄がわかったところでリーダーを各自心の中で決める
③全員目を閉じて心の内に決めたリーダーを指し示す
④合図とともに目を開けると指し示した人数の一番多い人がリーダー！
（同数の場合はじゃんけんで）



【インプット】
ESDとしての「学び合いの場」づくりについて

【インプット】ではワークショップの目的と意義について説
明します。企画運営者のESDスキルアップを図る重要性を
理解してもらいます。

例として・・・
「ESD学び合いの場づくりワークブック」とともに、以下の12
枚のスライドを使ってESDの重要性と企画の着眼点につ
いて説明します



ESD学び合いの場づくりに役立つワークブック

6

気候変動教育・学び合いの場づくりのために

企画運営力を伸ばすための虎の巻

地域づくりは人づくりから始まります。そのとき大切なキーワードが「ESD」
と「SDGs」。「なんか巷ではやっているSDGs。関係あるのかなあ。勉強会が
必要かなあ。なんか教育現場でESDとも言っているなあ」─そんなとき、この
ワークブックはきっと役に立ちます。
ESDってなんだろう？
SDGsのための人づくりってなんだろう？

そんな基本的なことから、
何を目標にするんだ？
どんな分野があるんだ？
どんなやり方があるんだ？
どんな人を呼べばいいんだ？
実際に何をすればいい？
それで役に立つのか？

といった実践的なことまで、考えるヒントが満載です。



いろんな場面で悩みはさまざまです。学びの目的は何でしょう？
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企業でも 福祉協議会でも 自治会でも

もちろん学校でも

持続可能な社会のための
「学びあいの場」が大切！



地球・地域づくりは人づくりから始まります

ESD Education for Sustainable Development

（持続可能な開発のための教育）

SDGs Sustainable Development Goals

（持続可能な開発の到達目標）

住み続けられるよりよい地球社会の目
標がSDGs

そのために持続可能な地域ローカル
SDGsを目指す

そうした地球・地域社会を担う人づくり
がESD



「学び合いの場」が必要
地域づくり（SDGs）は人づくり（ESD）
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地域づくりは人づくりから、すなわちSDGsはESDからです。そこでは地域づくり活動を仕掛ける人、
参加する人、みんなが学び、学び合い、地域の課題解決に向けて「人」が磨かれていくことが大切です



「楽しい」がいちばん！企画の糸口を見つけよう！
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座って退屈な話を聞くことにあなたは耐えられますか？ 人は「楽しい！」「おもしろ
い！」と思ったときに最も学びの力が高まります。



学び合いの場の企画を具体化する
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●最初に考えること●

学び合いの場づくりの目標は何ですか？
どんな人に参加してほしいですか？

企画を考える上で一番大切なのは、この二つです。予
算や会場などの制約はありますが、イベントの目標と
参加者像を明瞭にすることが重要です。
（上司への説明のためにも！）



学び合いの場の企画を具体化する
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学びの目標と参加者像が決まったら、テーマやプログラムを考え、それに必要な人を見つけていきます。



実践体制をどのように構築するか
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学びの場づくりには
、「人」、「もの」、「こ
と」、「金」が必要で
す。いずれも「協働」
のノウハウです。



企画を考える！
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企画を考えて実践した事例！
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SDGsに向けてどんな人が必要なのか

ESDの学習目標 ユネスコ8つのキーコンピテンシー

キーコンピテンシー 内容

①システム思考コンピテンシー 複雑な関係をまるごと見る

②予測的コンピテンシー 様々な未来を考える

③規範的コンピテンシー 規範に基づき行動する

④方略的コンピテンシー 戦略的に計画を立てる

⑤協働コンピテンシー 互いを尊重して協力する

⑥クリティカル（批判的）思考コンピテンシー 鵜呑みにしないで考える

⑦自己認識コンピテンシー 自らを知り動く

⑧統合された問題解決コンピテンシー 全体を見渡し解決を探る

この中から一つでも二つでも大事なことと思ってもらうこと
が大きな学習成果となります。



実施した結果を把握する重要性
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【ディスカッション1】
SDGs学習も考慮したテーマの設定

【ディスカッション1】ではグループごとに企画する「学び合
いの場」のテーマをSDGsも考慮して決めます。普段から
やりたいと思っているテーマがよいでしょう。



企画づくりテーマ設定方法の例
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5つの分野から企画を考えたい分野を選び、グループごとに決めます。その分野における
テーマを考えます。

【分野】
1．食を巡るつながりから気候変動を考える【食】
2．人の移動（交通）から気候変動を考える【交通】
3．家のつくりや生活から気候変動を考える【家庭】
4．流域地形と自然災害から気候変動を考える【防災】
5．自然環境への影響から気候変動を考える【自然】
その他

【テーマの例】
1．食品ロスを抑えるためにできること
2．公共交通を使おう！ワークショップ
3．ZEHの良さを知って住み替えを考えよう
4．気候変動は地域の豪雨被害の原因か
5．外来種が多くなっているのは気候変動の影響か

（地域地球温暖化防止活動推進センターや推進員の場合）



そのテーマの目標は？SDGsとの関係性は？
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企画する「学び合いの場」のアウトプットはなんでしょう。そしてアウトカムやインパクトはなんでしょう。
学び合いの場の成果を「アウトプット」、参加者の変容を「アウトカム」、地域・社会への貢献を「インパクト」とすると
ともに、SDGsも考慮してテーマを検討しましょう。



テーマ設定の時に使えるワークシートの例
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企画を考えたい分野を選ぶ
（あとで変わっても構わない）

1．食を巡るつながりから気候変動を考える【食】
2．人の移動（交通）から気候変動を考える【交通】
3．家のつくりや生活から気候変動を考える【家庭】
4．流域地形と自然災害から気候変動を考える【防災】
5．自然環境への影響から気候変動を考える【自然】
その他

テーマを検討する
（あとで変わっても構わない）

目標とする成果
（アウトプット）

貢献するSDGs
↓

参加者の変容のねらい
（アウトカム）

社会への貢献のねらい
（インパクト）



企画ワークシート用紙にテーマと目標を記入していきましょう
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テーマ 学びの目標

想定される参加者

何のために開くのか、どんな持ち帰りをして
もらうのか、イメージしよう。イベントを開
くこと自体は、目標ではありません。

だれに来てほしいのか、持ち帰った先も考え
てイメージしよう。

目的や分野を表すキーワードを
テーマに使ってみよう。キャッ
チーで短いタイトルを考えよう。
サブタイトルも活用しよう。



【ディスカッション2】
学び合いの場の形式検討

セミナーなのかワークショップなのか、どのように
形式で「学び合いの場」を作るのか検討します



学び合いの場の形式検討
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学び合いの場で行う方法の大枠を考えます。

・講演
・ワークショップ
・野外体験・視察
・パネルディスカッション
・フロアディスカッション
・座談
・ブース展示

その他いろいろ

単独でも、組み合わせても

学び合い形式

考えられる形
式にできるだ
け

□講演 □発表会 □パネルディスカッション □グループディスカッション

□ゲーム □試食 □グループワーク □個人ワーク □視察・観察会 □屋外
ワーク □展示・ブース
□その他（ ）



【ワーク1】
学び合いの場の企画づくり

グループごとに話合って実際の企画を考えていき
ます。その内容を用紙に貼ったり、記入します



●企画内容 ●必要なもの、考慮すべきこと

日時・場所 もの） こと） 金）など

プログラム 人） こと） もの） 金）など

企画ワークシート用紙に内容を添付したり記入していきましょう①
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もの）場所は室内か、
室外か。広さの規模も
イメージしよう。

こと）他のイベントとの
連携、時期やタイミン
グも考えよう。

金）会場費のことも頭
の隅に置いておこう。

どんな時期がよい
か、週末か平日か。
場所のイメージは。

どんな分野のどんな内容
で行うか、具体的な内容
を考えよう。
〇講演？
〇話題提供？
〇ディスカッション？
〇ワークショップ？

組み合わせも重要。

併せて登壇者もイメージ
しよう。

人）誰にお願いすればよい
か。登壇者の人選から企画
が始まることもある。

こと）時間枠や全体の流れを
イメージしてみよう。

もの ）しつらえやワーク
ショップの道具もアイデア
があれば考えておこう。

金）登壇者が遠方の方だっ
たり、有名人だったりだと
するとお金がかかる。ある
程度考えておこう。

日時・場所、プログラム



●企画内容 ●必要なもの、考慮すべきこと

主催と協力者
（共催・後援）

人） 金）など

人あつめ
（参加者）

人） こと） 金）など

企画ワークシート用紙に内容を添付したり記入していきましょう②
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人）協力してもらえる組
織はどこか？ 誰か相談
できる人はいるか？ 思
いついたらメモ。

金）ただでは協力しても
らえないこともある。

単独で開催するのか、
協働して行うのか、
協力者はあるのかな
どを考えておこう。

どんな方法で参加者
を募るか、イメージ
をもとう。

人）学校や町内会など、募
集であてになる組織はあ
るか。

こと）チラシを作ったり、
Webに載せたりと、方法も
いろいろ。

金）メディアにうまく取材し
てもらえばお金もかからな
い。

主催と協力者の確認、どうやって人集めをするか



記入、添付するとこんな感じ

28（注：旧バージョンの用紙で作っています）



【ワーク2】
企画した学び合いの場についての

SDGsチェック

記入した企画がSDGsの学びに貢献するかを
チェックします



確認しよう！考えた企画はSDGsとどのように関連しているか
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1．中央に企画内容を
記入

2．どのSDGsとどんな
関連があるかを線
で結んで記入

3．書いた内容を共有
してお互いに修正



【ワーク3】
企画のブラッシュアップ

考えた企画でいいかどうかを検討します。別
人になりすますと忌憚のない議論ができます。

例）ペルソナワークショップ
選んだペルソナになりきって企画を見直す！
①企画者、②企画者の上司、③財政担当、④一般市民



ブラッシュアップの議論 例）ペルソナワークショップ
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選んだペルソナになりきって以下の手順で企画を見直す！
例）①企画者、②上司、③財政担当、④一般市民

1．シート記入内容のうち、「見直した時の課題点」をグルー
プ内で共有

2．「企画の課題を解決するには」のメモなども元に議論

3．企画内容を修正、ブラッシュアップ



ペルソナワークショップ用ワークシートの例
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ペルソナ概要 （○をつける）
①企画者、②上司、③財政担当、④一般市民

名前（仮名）

どんな視点でクリ
ティカルに見るか

見直した時の課
題点

課題を解決する
には



【プレゼン】
議論した内容を発表

議論の内容を共有しましょう
それぞれの発表は簡潔に
時間を区切って余所のグループを見て回る
方法もあります
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